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歴史的文献等の貴重書の書誌は、現代書誌に用いられている DublinCoreなどの汎用メタデータでは十分

に記述できない。それは貴重書の利用者が現代書の書誌データ項自に加え、文化財としての審物の成立過程を

含む書誌学的なデータ項目により強し 1関心があるためである O このような情報は、しばしば「注記Jと呼ばれ

る項目に記載されている。そこには、利用者が参考にする書態や序作成者などのデータが多数含まれている。

また、貴重書書誌データ全般に、客観的なデータだけでなく、データ登録者の主観的判断や推論による情報も

含まれている。以上のことから、注記に移動している主に書誌学関連の情報を記載するために、 DublinCore 

及び FRBRooを拡張したオントロジーを構築した。特に、主観的判断や推論に対応可能なアノテーションの

付加による正規化を提案する。このオントロジーの有効性を確認するために、佐賀大学所蔵の設重警コレクシ

ョンのデータを格納し、外部の書誌・美術関連LinkedDataと連携した検索システムを構築した。このよう

な方法により、貴重書類の書誌情報の正規化を可能とし、オンラインデータ構築と利用を促進することができ

る。
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Abstract 

Generic bibliographical metadata sets， such as Dublin Core for modern literatures， are insufficient to 

describe characteristics of historical documents and art objects. The reasons include that researchers of 

those historical objects are interested in properties relating to， for example， cultural backgrounds of those 

objects. Those properties have been described in note or remark sections. Those sections often contain 

useful information， such as publishers and writers of prefaces. Besides， bibliographical data for historical 

objects contain subjective judgments and inferences by editors of data. For normalized descriptions of 

information written in note and remark sections， we propose a new ontology， which is the extension of 

Dublin Core and FRBRoo. In particular， we introduce alternative annotations， which describe subjective 

judgments and inferences. For evaluating effectiveness of the proposed ontology， we construct a data 

system for storing metadata ofhistorical documents owned by Saga University Library， where the system 

provides searching functions of those documents with cooperation of external Linked Data on historical 

and art objects. The methodology promotes construction and utilization of on-line database systems of 

historical and art objects， by normalized descriptions of annotations not described in generic metadata 

sets. 

Keywords: historical Documents， Bibliography， Ontology， FRBRoo， Linked Data， Miscellaneous Field， 

Normalization 
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1. はじめに

従来、研究者が江戸時代以前の貴重警を検索する

場合、図書館・簿物館等の目録を調べ、必要だと思

われる書誌を発見した場合、現地まで出かけて実物

を確認していた。近年は貴重書の分野でもデジタノレ

アーカイブが多数構築され、文字での情報だけでな

く、いくつかの参考画像を頼りに確認することがで

きるようになった。つまり、このようなデジタルア

ーカイブは、現地に赴いて実物を確認する必要の有

無の判断にある程度は役立ってきた。しかし、貴重

書の書誌情報には、以下のような問題点がある。

貴重警の警誌情報は、現代書誌の目録記述ルーノレ

に従って書誌情報を記述することは容易ではない。

例えば、貴重警の場合、代表となる題名そのものが

欠落しており、文章の雪頭を引用してその代用とす

ることが多い。また、資料の性格上、入手可能な客

観的情報が少なく、データ編集者の主観的な分析や

推論が必要な場合が多い。一方で、データの質およ

び信頼性を担保するため、データ編集者の分析や推

論の入力そのものが控えられることもある。データ

編集者の主観的分析や推論が記述されている場合に

は、値そのものにデータ編集者の推定を示す記号類

が付加されていることがあり、データの正規化が窟

難となる。こうした要因が、貴重書のデジタルアー

カイブの構築とその連携の遅滞を起こしている。

加えて、多くの機関は互換性を考慮して、貴重書

目録に関するメタデータ群として、現代書誌を対象

とした DublinCore Metadata Initiative (DCMI) 

が提唱しているアプリケーション・プロファイル

(DCAP) [1]を採用している O しかし、利用者が意

図する検索結果にできるだけ近づくには、貴重警の

成立過程に関連する書誌学および歴史学的アプロー

チが可能な表現を含むオントロジーが必要である。

そのため、貴重書を書籍として扱うだけではなく、

文化財として扱えるオントロジーとして、 DCAPに

加えて国際博物館会議(ICOM) ドキュメンテーシ

ョン委員会 (CIDOC)が現在策定している FRBRoo

[2]を基に貴重書の特徴を表す概念、セットが参考と

なる。

書誌の記述ノレーノレで、は、 [3]のように、あらかじめ

決められたデータ項目に当てはまらなかった内容は、

注記に記述しておくように定められている。結果的

に、注記には貴重書の表現に必要な内容が羅列され、

全文検索によってのみ参照できる状態になっている。

実際に佐賀大学費重書コレクション[4]に含まれる

「市場直次郎コレクションJ [5]の書誌データ

Uchiba)の注記の内容を分析した結果、一冊の書籍

および扇面が出来上がる過程で序や政(後書き)の

執筆者、外題と異なる内題および見返し題、出版書

津名等、貴重書利用者にとって重要な項目が抽出で

きた。

これらの情報をもとに、 DCAPおよびFRBRooの

モデルに沿ってオントロジーの構築を試みた。デー

タ編集者の主観的判断や推論の記述内容に対しては、

データ編集者の推定を考慮したアノテーションを設

置することで個々の値から分離し、正規化を行った。

提案オントロジーの有効性を確認するために、デ

ータを RDF形式に変換し、 SPARQL[6Jサーバに格

納することにより、罵性による検索が容易に行える。

また、国立国会図書館の NDLAuthority (NDLA) 

および LODAC[7]といった、書誌および文化財に関

連する、より規模の大きい SPARQLサーバに絡納さ

れているデータと ichibaのデータで共通する属性

を組み合わせて、検索結果に表示することが可能と

なる。

2. 嚢重警のためのオントロジー構築

2.1 対象とする貴重書書誌の概要

本研究では、貴重書書誌データとして「佐賀大学

貴重書コレクションJの典籍および扇面の書誌目録

を利用した。図 lのような作品が含まれる向コレク

ションの一部は書誌目録化されており、データはリ

レーショナノレデータベースに保存されている。この

データは Web上でも公開されている。このコレクシ

ョンは個人が発掘、蒐集したものであるため、比較

的規模の小さなものである。
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図 1市場直次郎コレクションの作品例:典籍

「大津ゑぶしJ(上)、扇面「花井図J(下)

2.2. 貴重喜目録の注記に収められているヂー

タの特徴

データ作成者が対象となる作品の特徴を記述する

上で重要な情報であっても、書誌情報の項目として

記述できないものは、注記に記載される。表 1に例

を示す。 ichibaの典籍データの注記に記載された内

容から、貴重書の書誌項目として抽出可能であろう

情報を手作業で抽出した(表 2)。その結果、なんら

かの情報が含まれている注記データは典籍全 233レ

コードに対し、 90%を占めていた。その内、書津名

(出版者)、序作成者、序作成年、合本中の題に関す

る情報は、向じく全レコードに対し、それぞれ 54%、

42%、25%、13%含まれていた(図 2)。これらの結

果から、データ編集者は、本文以外の本の成立に関

わる人名や書隷名等、主に書籍の成立に関わる情報

を注記に多くまとめていることが明らかになった。

注記に含まれていた情報は、利用者が貴重書を書

籍としてのみではなく、文化財として書籍の成立過

程を分析する場合に必要な情報である。これらの情

報は、 DCAPおよびFRBRooのモデ、ルに沿ってオン

トロジーを構築する際に、新たな項呂となる。

表 1市場直次郎コレクション典籍の部撃事誌デ

ータにおけるレコードの伊tl(一部項自は省略)

壊題 鐘

警名 大津ゑふし弐編

読み オオツエブシニヘン

蓄型 中

巻冊 1巻 1冊

編著者 春風亭主人柳総述

刊行年 献金4 機長震を護費す総督|

西麿 1854 

刊写 干IJ

見返塵亭し/題平の審『七あ騨大板る津大しj爾。榔坂他ぶ絡心にしな斎「/(り橋新ニJQ鋭南編奥)本」大付。町津「f貨議北絵永のヱふ春六入し
春風 | 

丑春

注記 j可内

/春風亭主人柳総述/従紡織り制玉E+?簾ヲ~
近日出板jの広告を付す。制

袋と女j図。

表 2表 1の注記項目から抽出した

新たな属性と値の組

項自 {車

見返し題 大津画ぶし/二編

書欝 大坂心斎橋南本町北エ入河内屋平七板

広告 (新製)大津絵ふし/春風亭主人緋紙述

/従初編至十篇/近日出板

表紙面 「布袋と女J図

2.3 貴重書B録における主観的なデータ入力

の扱い

利用者が求める書誌の内容は、貴重書と現代書で

は大きく異なる。貴重蓄の利用者は、現代書のよう

に必ず入手できるタイトルや著者名、出版者名、出

版年といった情報を、実物から確実に得られるとは

限らない。データ編集の段階で高度な専門的知識が

必要であり、主観的な分析内容を汲み入れざるを得

ない場合も多い。図 1の例では、「刊行年j という項

目のデータに r? Jが付されることで、データ編集
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に編集を加える際の注意点などのような、維持管理

の補助となる情報を提供するお]Jと定義されている。

この ichiba:editorialNoteを属性のプロパティ、すな

わちアノテーションとして付加しておくことで、デ

ータ自体に表記されていた不確定な値または推定を

意味する括弧類およびクエスチョンマーク等(表 1

の丸枠内)の表記を値から除外できる。そのため、

今後データを LinkedDataを利用したソフトウェア

で多用される JSON形式のようなフォーマットに変

換する場合に利便性が高まる。また、データの正規

化を行いながら、データ中の個々の値に適宜注釈を

より詳細な説明を行うことが可能になる。付加し、
鞠
ド
骨
髄
u
h
揮

貴重蓄のためのオントロジ一概要

2.2で述べたように、貴重書書誌データの利用者

が必要とする属性を分析していくと、 DublinCore 

で定められた属性に比べ多くの複雑な属性が出現す

る。これらの属性一覧を書誌データ編集者で共有し、

Linked Data対応のデジタルアーカイブを構築する

には、可能な限り既存のメタデータスキーマおよび

オントロジーを利用し、不足する部分を補完する方

式を取る方が効率的である。

そのために ichibaのような貴重書書誌データの属

一般的な書誌用メタデータスキーマを

号。

図 2ichiba全レコードに対する注記から抽

出した新たな項目の占める割合

2.4. 

100 

全レコードに対する割合

80 60 40 20 。

項目名

情報含む注記

序作成者

序作成年

裁作成者

競作成年

題詩作成者

題詩作成年

原本著者

原本発行日

凡例作成者

凡例作成年

書詩

装丁

蔵飯

田録

広告

付、標柱、識語

改題

改題年

関連本

合本内の題

その他

本
の
成
立
に
関
わ
っ
た
人
物
お
よ
び
時
期

項
自
名
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

本
の
構
成
内
容

関
連
タ
イ
ト
ル

性群に対し、

組み合わせた DCAPに対応させた。次に、書誌学的

特徴を持つ属性にも対応するため、書誌データから

抽出した表 2のような属性群を既存の属性に追加し

てFRBRooに対応させた。FRBRooはSemanticWeb 

技術の利用を前提に 2007年に策定された、書誌用概

念モデルFRBRと文化財用概念モデノレCIDOCCRM 

が融合した FRBR改良モデ‘ノレで、ある。この概念、モデ

ルを利用することで、利用者の環境や目的を考慮、し

た書誌・文化財資料の発見、識見IJ、選択および入手

が可能となる[910ichiba中に実在する作品である「は

や口大津ゑふしj をFRBRooに対応させると、各々

の属性同士は図 3のような関係となる。 しかし、既

存の FRBRooのみの対応では、書誌学的分析に必要

な要素の記述が明確に表現されない。例えば、

者の主観的推論iが記入されている。こうした情報は、

研-究者にとって有用である一方で、非正規データで

あるために、年代の絞り込みなどに利用することが

できないという問題がある。こうした主観的記述は、

「注記Jにも含まれている。

データの正規化と、 r?Jなどのデータ編集者の判

断をともにデータとして記載することは、データの

属性としてデータ編集者による未確定な情報である

ことを示すアノテーションによって可能となる。本

稿が対象とする ichibaでは、このアノテーション名

をイ反に ichiba:editorialNoteとした。

シソーラスの統制諾葉でこのアノテーションは、

写本

の工程での刊・印・修の作業のうち、 r{~J (修正が

行われた版)にあたる概念を追加する必要がある。
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実際の作業でこの概念に対応するデータを見つける

ことは、校合等の過程を経て結果的に明らかになる

ため、非常に困難であるが、貴重書の世界において

ポイントとなる概念として[10]、オントロジーに記述

することを提案する。

3. NDLA、LODAC等外部 SPARQLエンドポ

イントを利用した検索システム構築

各組織で作り上げたデータ項目で、セマンティッ

クの等しい共通の属性があれば それらの属性はデ

ータを組み合わせて利用可能である。 Web上に

SPARQLエンドポイントが設置されていれば、常時

必要なデータをアプリケーションに組み込む事が可

能である。例えば、国立国会図書館には、 NDLAと

d
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図 3手刷りによる印刷物と印刷物に含まれる概念の FRBRooによるモデル化([吉袈 13]より引用)
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呼ばれる、著者および件名の標自検索が可能な

SPARQLエンドポイントが設けられている[1110ま

た、 LODACProjectでは、 Web空間に存在する日本

の博物館、美術館および生物種に関する学術情報を

集めて LinkedData化し、SPARQLエンドポイント

から利用可能にしている。他にも世界中の Linked

DataのハブであるDBPediaとの連携も可能である。

主に江戸期の典籍と美術品のコレクションである

ichibaには、専門機関が構築した書誌および美術品

データが集まっている日本の NDLAおよびLODAC

が特に有馬である。

例えば、 ichibaの書誌情報に記載されている人名

から NDLAの人名典拠 IDを探して、その IDに紐

付いた関連著書を検索することができる(図 5)。その

結果は Exhibit3.u[12]等のフレームワークやウェブ

アプリケーション等で検索者のニーズに合わせて表

示可能である[13J。また、LODACに接続することで、

貨詮議事コレクション:ファセット検索1:タイムライン畿示
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図 4Linked Dataを利用した
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LODACがウェブ空間から収集した豊富な美術品お

よび画家の経歴および人間関係、所蔵場所等の情報

との連携が可能となる。

4. まとめ

貴重書書誌は現代書籍の書誌同様、 DublinCore 

等書誌用メタデータを用いてデータセットを構築可

能である。しかし、多くの貴重書書誌の利用者が必

要としている情報は、書物のコンテンツのみでなく、

書物の成立過程に関する文化財的あるいは書誌学的

情報である。加えて、実物を手にとって閲覧する前

に参考にする画像であることが多い。

こうした情報は、現代書誌情報に含まれず、「注記j

として記述される。佐賀大学の ichibaを例にJ注記j

での記載内容から、書津名や序などの書物の成立に

関する情報を抽出した。この分析で出現した情報を

題名や著者名等の一般的な書誌項目に加えることで、

貴重書利用者により適したデータが作成できる O

また、貴重書の書誌データは、高度な知識を必要

とするため、入力者の主観が多少含まれていること

がある。実際のデータにおいても括弧類やクエスチ

ョンマーク等様々な記号を値自体に直接付加して推

測であることを表現している。これらのデータの正

規化と、推論等であることの情報を両立される記述

が必要である O そのため、推測であることを表現す

るアノテーションをメタデータに付与することで、

個々の値に対して注釈を付加することが可能となる。

すなわち、客観的なデータと主観的なデータを分離

して記述できるようになる O

データから注釈の記号類を除去し、データを正規

化すれば、 LinkedDataへの変換が容易となる。

Linked Dataに変換され、ウェブ上に外部公開およ

び相互利用が可能となったデータセットは、様々な

利用者が55'Jのデータセットと自由に組み合わせて活

用できる。その結果、入力の比較的困難な貴重書書

誌のようなオンラインデータの構築と利用が促進さ

れる。
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